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印
度
學
佛
教
學
研

究
第
六
十

四
巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

道
倫
（

遁

倫
）

基
撰

集
撰
『

瑜
伽
論
記
』

に
つ

い

て

『

瑜
伽
師
地
論
略
纂
』

と

の

関
係
か

ら

　
　
一

　

は

じ

め

に

　
『

瑜
伽
師
地

論
』

（

以
ド

『

瑜

伽
論
』

）

は

唯
識
思
想
を

研
究
す
る

上

で

最

も
重
要
な
文
献
の
一

つ

で

あ
り

、

中
国
で

は

玄
奘
（
六
〇

ニ

ー
六
六

四

年
）

が

イ
ン

ド

留
学
か

ら

帰
国
し

て

問
も
な
い

貞
観
二

十
二

（

六
四

八
）

年
に

翻
訳
す
る
と

、

唯
識
諸
家
に
よ
っ

て

注
釈
書
が

執

筆
さ
れ
た

。

し
か

し
、

そ
の

多
く
は

散
逸
し

、

現
存
す
る

も
の

は
わ

ず
か

で

あ
る

。

本
稿
で

扱

う
基
（
六

三

ニ

ー
六

八
二

年）

撰

『

瑜

伽
師
地

論
略

纂
』

（

以
下

『

略
纂
』

）

卜
六

巻
と

道

倫
（
遁
倫
冖

生
没

年
未
詳）

集
撰
『

瑜
伽
論

記
』

一
一

十
四

巻

は
、

そ
の

代
表
と

も
言
う
べ

き
も
の

で

あ
る

。

　
こ

の

両
疏
を
比

較
し

た

先
行
研
究
と

し
て

は

勝
又
俊
教
の

論
攷
が

詳

　（
1
）

し

く
、

「

略
纂
』

の
一

部
が

『

瑜
伽
論
記
』

に

し

ば

し

ば

引
用
さ
れ

、

道

倫
が
基
の

思
想
に

影
響
を

受
け
て

い

る

こ

と
が

明
ら
か
に

さ
れ

て

い

る
。

ま
た

、

「

略
纂
』

が

『

瑜
伽
論
』

の

途
中
ま

で

の

注
釈
し

か

現
存
し

な
い

の

に

対
し

、

「

瑜
伽

論
記
』

は

『

瑜
伽
論
』

全

巻
へ

の

注
釈
で

あ
り

、

景

師
（
恵

景）
、

備
師
（
文
備
）

な
ど

、

す
で

に

散
逸
し

た

諸

師
の

『

瑜

伽

水

谷
（

林
）

香

奈

論
』

注
釈
書
を

数

多
く

引
用
し

て

お

り
、

当

時
の

唯

識
諸
家
の

思
想
を

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

知
る
上
で

の

貴
重
な

資
料
と
し
て
、

い

く
つ

か
の

研
究
が

な
さ
れ
て

い

る
。

　
し

か

し
、

『

瑜
伽
論
記
』

の

研

究
は

少
な

く
、

道
倫
の

思

想
の

解
明
も

い

ま

だ

十
分
で

あ
る

と

は

言
え
な
い

。

そ

こ

で

本

稿
で

は

『

略
纂
』

と

「

瑜
伽
論
記
』

に
つ

い

て
、

『

瑜
伽
論
』

巻
第
一

に

対
応
す
る

箇
所
に

限

定

し

て

詳
細
に

比

較
を

行
い

、

そ
こ

か

ら

読
み

解
け
る

基
と

道
倫
の

相
違

点
に

注
目
す
る

こ

と

で
、

そ
の

思

想
的
背
景
を
考
察
す
る
こ

と

と

す
る

。

　
　
二

　
『

略
纂
』

と

『

瑜
伽
論
記
』

の

概
要

　
ま

ず
、

両
疏
と

そ
の

著
者
に
つ

い

て

概
観
し

て

お

く
。

基
は

玄
奘
の

高
弟
の
一

人
で

あ
り

、

多
く
の

著
作
を
残
し
て

い

る
。

『

略
纂
』

は

そ
の

ひ

と
つ

で

あ
り

、

基
の

没

後
ま

も

な

く
、

八

世
紀

初
め

に

製

作
さ

れ

た

　
　
　
　
　
（

3
）

と

考
え
ら
れ

る

「

大
唐
慈

恩
寺
法
師
基

公

碑
」

に

は
、

基
の

業
績
を

述

べ

た

箇

所
で

「

所
造
二

諦
唯
識
等
章

、

法
華
瑜
伽
等
疏

、

総
一

百

余
部
」

（

新
纂
続
蔵
八

八
、

三

八
二

上）

と
、

基
の

代
表
的
な

著
作
の
一

つ

と

し

て

『

略
纂
』

の

名
が

挙
げ
ら
れ
て

い

る
。

基
撰
と

さ

れ

る

章
疏
に

は
偽
撰
が
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疑
わ

れ

る

も
の

も
含
ま

れ

て
い

る
が

、

『

略
纂
』

は

真
撰
と

見
て

良
い

で

あ
ろ

う
。

　
『

略
纂
』

の

執
筆
動
機
に
つ

い

て
、

基
は

そ
の

冒
頭
で

「

妨
難

及

不
尽

之

処
。

今
粗

而
叙
出
」

（

大
正
四
三
、

一

上
）

と

述
べ

て

い

る
。

す

な
わ

ち
、

基
以

前
か

ら

存
在
し
て

い

た

恵
景
や

文
備
な
ど
の

疏
で

は
、

『

瑜
伽

論
』

に

関

す
る

様
々

な

異
論
に

応
え
き
れ

て

い

な
い

こ

と

が
、

こ

の

疏

を

執
筆
し

た

理

由
の
一

つ

で

あ
る

。

後
述

す
る

よ

う
に

、

こ

れ

が

基
の

晩
年
の

著
作
で

あ
る

と

す
れ
ば

、

『

瑜
伽
論
』

の

訳
出
か

ら
三

十
年
以
上

が

経
過
し

、

恵

景
な

ど

が

疏
を

執
筆
し

た

時
と
は

異
な

る

疑

問
が

玄
奘

門
下
の

内
外
か

ら

起
き
て

い

た
こ

と

も
考
え
ら
れ
る

。

　

ま
た

、

『

略

纂
』

で

も
恵

景
の

説
は

十
三

回
に

わ

た

り
引

用
さ
れ

る

が
、

真
如
所
縁
縁

種
子
や

無

表
色
の

よ

う
に

、

基
の

教
学
に

お
い

て

重

要
な
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

教
理
上
の

問
題
に

つ

い

て
、

恵
景
か

ら

の

影
響

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

4）

が

見
ら
れ
る
と

の

先
行
研
究
が

あ
る

。

基
は

先
達
の

論
疏
に

目
を
通
し

、

自
身
の

教
理
か

ら

見
て

不
十

分
な

点
が

あ
る

と

判
断
し

て
、

筆
を

執
っ

た
こ

と

に

な
る

。

　

次
に

成
立

時
期
に

つ

い

て
、

保
坂
玉

泉
は

『

略
纂
』

が

『

瑜
伽

論
』

巻

第
六

十
六

、

摂
決
択

分
中
思
所
成
慧
地

之
二

で

終
わ
っ

て

い

る
こ

と

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
5

）

か

ら
、

「

大
師
の

晩

作
む

し
ろ

示
疾
直
前
の

作
」

で

あ
り

、

基

が

完
成
を

待
た

ず
に

示
寂
し

た

と

判
断
し

て
い

る
。

『

東
域
伝
灯
目

録
』

（

一

〇

九
四

年
成
立
）

（

大
正
五

五、

＝

五

六
下
）

な
ど

の

目
録
類
で

も
一

貫
し
て

「

略

纂
』

は

十
六
巻

と

記
載
さ

れ

て

い

る
。

「

瑜

伽
論

記
』

で

は
、

『

略

纂
』

道
倫
（

遁
倫
）

集
撰
『

瑜
伽
論
記
』

に

つ

い

て

（

水
　
谷
（

林
V

）

で

は

現
存
し

な
い

『

瑜
伽
論
』

第
六

十
六

巻
以
降
の

部
分
に

相
当
す
る

第
十
八

〜
二

十
四

巻
に

も

何
度
か

基
の

説
は

引
用
さ

れ
て

い

る

が
、

『

瑜

伽
論
記
』

全
体
で

お

よ

そ
九

百
七

十
箇
所
あ
る

基
へ

の

言

及
の

中
で

、

こ

の

七

巻
分
に

含
ま
れ
る

の

は

わ

ず
か

十
七

箇
所
で

あ
る

。

圧

倒

的
に

多
く
の

言
及
が

『

略
纂
』

現
存

部
分
と

対
応

す
る

巻
に

集
中
し

て
い

る

こ

と

か

ら
考
え
て

も
、

『

瑜
伽
論
記
』

執
筆
時
に

道
倫
が

参
照
し
た

の

は

現
在
と

同
じ

十
六

巻
の

『

略
纂
』

だ
っ

た
と

見
る
の

が

妥
当
で

あ
ろ

う
。

　

な
お

、

こ

れ

ら
十

七

箇
所
に
つ

い

て

は
、

『

略
纂
』

に
は

現
存
し

な
い

巻
に

対
応

す
る

こ

と

に

な
る

が
、

そ

れ

は

必

ず
し

も
『

略
纂
』

の

後
半

部
分
の

散
逸

を
示

す
も
の

と

は

限
ら

な
い

。

例

え
ば

、

「

瑜
伽

論
』

第

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6

）

七

十
八

巻
に

対
す
る

記
述
で

、

道
倫
は

「

基
云

。

害
伴
随
眠

者
、

第
六

識

倶
生

身
見
等
摂

。

…

微
細
随
眠

者
、

謂
於
第
入

地

已
上

。

如

欄
咽
識

章
釈
」

（

大
正

四
二

、

七
八

六

下）

と

述
べ

て

い

る
。

同
様
の

方
法
で

の

引

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
7）

用
は

ほ

か

に

も
数
箇
所
確
認
で

き
て

お

り
、

十
七

箇
所
の

中
に

は
、

「

略

纂
』

の

現
存
部
分
や

『

大
乗
法

苑
義
林
章
』

（
以

下
『

義
林
章
』

）

な
ど

基

の

ほ

か
の

章
疏
か

ら
の

引
用
も
含
ま
れ

て

い

る
。

お

そ

ら

く

は

こ

の

よ

う
に

し

て
、

『

略
纂
』

に

は

対
応
箇

所
が

な
い

解
釈
も

『

瑜
伽
論
記
』

に

記
さ

れ
て

い

る
と

考
え
ら

れ
る

。

　
一

方
、

道
倫
は

『

瑜
伽
論
記
』

以

外
に

著
作
や

伝

記
な

ど

は

伝
わ

ら

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
8

）

な
い

が
、

基
よ

り
も
数
十

年
後
に

活

動
し

た

新
羅
僧
で

あ
る

と

さ

れ
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
9）

遁
倫
と

表
記
さ
れ

る
こ

と

も
あ
る

。

勝
又
に

よ

れ
ば

、

『

瑜
伽
論
記
』

は

基

の

説
を
中
心
と
し

て
、

諸

師
の

『

瑜
伽
論
』

注
釈

書
を
集
大

成
し

た
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道
倫

（

遁
倫
）

集
撰
『

瑜
伽
論
記
』

に
つ

い

て

（

水
　
谷
（
林）
）

も
の

で

あ
り

、

恵

景
の

説
へ

の

言
及
は

千
二

百

七

十
回

前

後
と

最
も

多

い
。

基
の

説
の

引
用
回

数
は

お

よ

そ
九

百
七

十
回

前

後
だ

が
、

明
言
せ

ず
に

引
用
さ

れ
る

こ

と

も

多
く

、

実
質
的
に

は

『

瑜
伽

論
記
』

の

約
半

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

10
）

分
が

『

略

纂
』

の

文
か

ら

成
っ

て

い

る

と

も
言
わ

れ

る
。

『

瑜

伽
論
記
』

は

全

体
を

コ

叙
所
為

、

二

彰
所
因

、

三

明

宗
要

、

四

顕
蔵
摂

、

五

解

題
目

、

六
釈
本
文
」

（

大
正
四

二
、

三

二

上
）

と
い

う
六

門

に

分
別
し

て

い

る

が
、

こ

の

科
段
の

構
成

と

名
称
は

『

略
纂
』

の

「

六
門
料
簡
」

（
大

正

四

三
、

一

上
）

と

完
全

に
一

致
し

て

い

る
こ

と
か

ら

も
、

両

者
の

関
係

　
　
　

　
　
　

　
（
11
）

の

深
さ
が

う
か

が

え
る

。

三

　
『

瑜
伽

論
記
』

と

『

略
纂
』

の

相
違
点

　
『

略
纂
』

と

『

瑜
伽
論
記
』

の

密
接
な

関
わ

り
に
つ

い

て

は
、

す
で

に

先

学
の

指

摘
す

る

と

こ

ろ

で

あ
る

た

め
、

本
論
で

両

疏
の

相
違

点
か

ら
、

道
倫
の

見
解
や

思
想
的

背
景
を

考
察
し
て

み
た

い
。

道

倫
は

「

略

纂
』

の

文
章
を
あ
ま
り
改
変
す
る

こ

と

な
く
引
用
す
る
こ

と

が
多
い

が
、

細
部
ま
で

比

較
す
る

と
、

そ
の

引
用

姿
勢
は

必

ず
し

も
単

純
か
つ

直
接

的
な
も
の

ば

か

り
で

は

な
い

。

　

第
一

に
、

道
倫
は

『

略
纂
』

の

文
章
の

順
番
を

時
折
変
更
し

て
い

る
。

例
え
ば

、

『

瑜
伽
論
』

冒
頭
（

大
正
三

〇
、

二

七

九
上）

に

あ
る

「

喘

推
南
」

す
な
わ

ち
十
七

地
の

名
を
列
挙
し

た
ウ

ダ

ー

ナ
（

偈
頌）

に

対
す
る

注
釈

箇

所
で

、

道

倫
は

『

略

纂
』

の

章
立

て

を

組
み

替
え
て

い

る
。

基
は
こ

の

「

膃

柁
南
」

に
つ

い

て
、

「

一

名
。

二

体
。

三

境
行
果

。

…

四

釈
妨
難
」

（

大
正
四

三
、

二

下）

の

四

門
に

分
け
る

。

そ
し

て
、

＝

名
」

に

お
い

て
、

十
七

地
の

中

の

第
⊥

ハ

地
と

第
七

地
の

名

称
が

膃
柁

喃
で

は

「

三

摩
地

倶

非
」

（
大
正
三

〇
、

二

七

九

上
）

、

そ
の

後
の

長

行
で

は

「

六

者
三

摩
咽

多

地
。

七

者
非
三

摩
咽
多
地
」

（
同
上
）

と

な
っ

て

お

り
、

異
な

る
こ

と

に

対
す
る

疑
問
を

挙
げ
、

「

如

下

釈
妨
中
解
」

（

大
正

四
三

、

二

下∀

と
し
て

、

そ
の

回

答
を

「

四

釈
妨

難
」

に

譲
っ

て

い

る
。

「

四

釈
妨

難
」

を
見
る

と
、

十
七

地

の

各
名

称
に

関
す
る

疑
問
が

八

間

挙
げ
ら
れ

、

基

は

第
三

問
で

三

摩
地
（
サ
マ

ー

デ
ィ
）

は

等
持

、

三

摩
咽

多
（
サ
マ

ー
ヒ

タ
）

は

等

引
で

あ

り、

等
引
は

色

界
と

無
色

界
の

五

蘊
を

体
と

す
る
が

、

等
持
は

三

界
の

五

蘊
が

体
と

な

る
と
い

っ

た

違
い

が
あ
る

と

回
答
し
て

い

る
。

　
そ

れ

に

対
し

て

道
倫
は

、

問
答
自
体
は

『

略
纂
』

か

ら

そ

の

ま
ま
引

用

す
る

が
、

『

略
纂
』

の

「

如

下

釈
妨
中
解
」

の

箇
所
に

、

釈
妨
難
の

第

三

問
を

挿
入
し

（

大
正
四
二

、

三
一

三

下

−
三
一

四
上
）

、

「

四

釈
妨
難
」

に

相
当

す
る

箇
所
ま
で

読
み

進
め

ず
と

も
、

読
者
が
そ
の

場
で

「

三

摩
地
」

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

12）

と

「

三

摩
咽
多
」

の

違
い

を
理
解
で

き
る

よ

う
配
慮
し
て

い

る
。

　

第
二

に
、

『

瑜
伽
論
記
』

に

は

『

略
纂
』

で

は

あ
ま

り
言

及
さ
れ

な
い

摂
論
学
派
の

説
に

対

す
る

関
心

が

見
ら

れ

る
。

例
え
ば

、

十
七

地
の

第

二

で

あ
る

意
地
へ

の

注

釈
と
し

て
、

意
地
の

「

意
」

つ

ま

り
第
六

意

識

か

ら

第
八

阿

頼
耶
識
ま
で

の

三

識
を
説
明
す
る

中
、

『

瑜
伽
論
記
』

で

は

『

略
纂
』

に

は

な
い

九

識
説
と

の

相
違
や

会
通
に

つ

い

て

の

解
説
が

見
ら

れ

る
。

一 188一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

『

瑜
伽
論
記
』

此

中
景
擬
真
諦
師

、

引
決

定
蔵
論
九

識
品

、

立

九
識
義

。

然

彼
決
定
蔵
即
此

論

第
二

分
、

曾
無
九
識

品
。

備
師
又
云

。

昔
伝
引
無
相
論
阿

摩
羅
識
証
有
九
識

。

彼
無

相
論
即
是
顕
揚
論
無

性
品

。

然
彼
品

文
無
阿
摩
羅
名

。

今
依
楞
伽
経
等
有

九
識

義
。

第
九
名
阿
摩
羅

。

此
云

無
垢

。

基
師
云

。

依
無
相
論
・

同
性
経
中

、

彼
取
真
如

為
第
九

識
。

真
一

俗
入

二

合

説
故

。

今
取
浄
位

第
八

識
本
以
為
第

九
。

染
浄
本
識
各
別
説
故

。

如
来
功
徳
荘
厳
経
云

。

如
来
無
垢
識

。

是
浄
無
漏

界
。

解
脱
］

切
障

。

円
鏡

智
相
応

。

此

中
既
言
無
垢
識
与
円

鏡
智
倶

。

第
九
復

名
阿
末
羅
識

。

故
知
第
八
識

染
浄
別
説
以
為
九
也

。

（

大
正
四
二

、

三
一

八

上）

『

義
林
章
』

依

無
相
論
・

同
性
経
中、

若
取
真
如
為
第
九

者
、

真
俗
合
説
故

。

今
取
浄
位
第

八

本
識

以
為
第
九

。

染
浄

本
識
各
別
説
故

。

如
来
功
徳
荘
厳
経
云

。

如
来
無
垢

識
。

是
浄
無
漏
界

。

解
脱
一

切
障

。

円
鏡
智
相
応

。

此
中
既

言
無
垢
識
与
円
鏡

智
倶

。

第
九

復
名
阿

末
羅
識

。

故

知
第
八

識
染
浄

別
説

以

為
九

也
。

（
大
正

四
五
、

二

六
一

中）

　
『

瑜
伽
論
記
』

に

よ

れ

ば
、

恵
景
は

か
つ

て

真
諦
の

説
に

な
ら
い

九
識

義
を
立

て
、

そ
れ

に

対
し
て

文
備
は

新
訳
に

は

九

識
説
は

な
い

と

指
摘

し

た

と
い

う
。

次
に

道
倫
は

「

義
林
章
』

を

引
用
し

、

第
八

識

と

第
九

識
は

染
浄
別
で

あ
る

こ

と

を
明
ら
か

に

す
る

。

本
来
『

略
纂
』

で

は
、

こ

の

『

瑜
伽

論
』

の

箇
所
に
つ

い

て

は
、

心
・

意
・

識
と
第
八
・

七
・

六
識
と

の

対
応
し

か

説
明
さ

れ

て

い

な
い

（

大
正
四
三

、

六

中
）

。

わ
ざ
わ

ざ
『

義

林
章
』

を
引

用
し

た
の

は
、

九

識
説
の

変
遷
が

道
倫
に

と
っ

て

重
要
で

あ
っ

た

た

め

だ

ろ

う
。

道
倫
は

真
諦
訳
の

「

摂
大
乗
論
』

『

摂
大

道
倫
（
遁
倫
）

集
撰
『

瑜

伽
論
記
』

に
つ

い

て

（

水

　
谷
（

林
）

）

乗

論
釈
』

を

単
に

「

論
」

（

大
正

四
二

、

三
一

五

下
）

や

「

摂
論
」

（

同
、

三
二

二

上
）

と

呼
び

、

玄

奘
訳
『

摂
大

乗
論
』

を

「

新

訳
摂
論
」

（

同、

三
一

五

下）

と
呼
ぶ

こ

と
も
あ
る

。

一

方
、

基

が

単
に

「

摂
論
」

と

言
う

と

き
に

は

常
に

玄

奘
訳
の

み

を

指
し

、

真
諦
訳
は

「

梁
」

や

「

旧
」

を

冠
し

て

呼
ぶ

。

先
行
研

究
で

は
、

道
倫
が

基
の

弟
子

筋
に

あ
た

る

と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
13
）

う
指
摘
が

な

さ

れ

て

き

た

が
、

九

識
説
へ

の

関
心

と

合
わ

せ

る
と

、

道

倫
は

か
ね
て

よ

り
摂

論
学
派
の

思
想
や

真
諦
訳
に

親
し

ん

で

い

た

の

で

は

な
い

か
と

考
え
ら

れ
る

。

　

第
三

に
、

『

倶
舎
論
記
』

に

は

『

大
毘
婆
沙
論
』

の

影
響
が

し

ば

し
ば

見
ら

れ
る

。

例
え
ば

夢
の

体
に

つ

い

て
、

基
が

『

成
唯
識

論
』

に

基
づ

き
、

四

説
あ
る
と

し
て

い

る

の

に

対
し

て
、

道

倫
は

『

大
毘

婆
沙
論
』

に

基
づ

い

て

六

説
あ
る

と

し

て

お
り

、

『

成
唯
識

論
』

に

は

言
及
し

な
い

。

『

略
纂』

夢
有
十
縁

。

如
由
揺
扇

。

如
世
戯
楽

。

以

扇
揺
之

。

即
便

睡
夢

。

唯
識

第
七

有

四

説
。

一

云
。

痴
為
体

。

二

云
。

痴
無
痴

為
体

。

三

云
。

思

想
為
体

。

四
云

。

別
有
体

。

或
為
七

縁
。

第
七

縁
中
有
四

。

如
文
可
知

。

（
大
正

四
三

、

八

中
∀

『

瑜
伽
論
記
』

夢
有
七

縁
。

…

問
。

夢
以
何

為
体
耶

。

答
。

婆
沙
六

説
。

評

家
取
心
心

所
為
体
為

正
。

今
大
乗
中
亦
以
眠
相
応
心
心

所
法
為
体

。

…
…

（

大
正
四
二
、

三

二

〇

上
）

　
『

略
纂
』

で

は

『

大
毘
婆
沙
論
』

に

つ

い

て

八

回

程
度
し

か

言
及
さ
れ

な
い

が
、

『

瑜
伽
論
記
』

で

は
七
十
回
以

上

で

あ
り

、

道
倫
は

『

大
毘
婆

沙

論
』

に

も
造
詣
が

深
か
っ

た
こ

と

が

知
ら

れ
る

。
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道
倫
（

遁
倫
）

集
撰
『

瑜
伽
論
記
』

に

つ

い

て

（

水
　
谷
（

林
）

）

四

　
お
わ

り
に

　

本
稿
で

は
、

『

略
纂
』

が

成
立
当
初
か

ら

未
完
で

あ
り

、

現

在
と

同
様

の

巻

数
で

あ
っ

た

可

能
性
が

高
い

こ

と

を

確

認
し

、

道
倫

に
つ

い

て

は
、

『

略
纂
』

を

『

瑜
伽
論
記
』

に

引
用
す
る

際
に

は

構
成
に
一

部
変
更

を

加
え

る

と
い

う
独
自

性
を

示
す
場
合
も
あ
る

こ

と
や

、

唯
識

の

み

な

ら

ず
『

大
毘

婆
沙
論
』

に

も

通
じ

て

い

る

人

物
で

あ
る
こ

と
を

明
ら
か

に

し
た

。

　

基

が

恵
景
な

ど

自
分
以

前
の

唯
識
諸
師
か

ら

影
響
を

受
け
つ

つ

も
、

そ

れ

ら

の

注
釈
書
に

あ
ま

り
言
及
し

な
い

の

に

対

し

て
、

道
倫
は

諸
師

の

解
釈
を

取
捨
す
る

こ

と

な
く
併
記
し

、

今
回
の

調
査

範
囲
に

限
定
す

れ

ば
、

特
定
の

見
解
に

明

確
な
賛
同
・

批

判
を

行
う
こ

と

は

あ
ま
り
見

ら

れ

な
い

。

中
国
に

お
け
る

複
数
の

「

瑜

伽
論
』

注
釈

書
を

集
大
成
し

た

も

の

が

『

瑜

伽
論
記
』

だ

が
、

道

倫
が

基

の

唯
識
思

想
を

学
び

な

が

ら
、

真
諦
訳

や

摂
論
学
派
の

教
義
に

も
関
心
を

持
っ

て

い

た
な
ら

ば
、

そ

れ

が

執
筆
の
一

因

と
な
っ

た

と

も
考
え
ら

れ

る

だ
ろ

う
。

今
回

は

両

疏
の

比

較
箇
所
が

限

定
さ

れ

て

い

た

た

め
、

今
後
は
比

較
範
囲
を
広
げ

る

こ

と

で
、

さ

ら

に

考
察
を
深
め

た
い

。

1
　
勝

又
俊
教
「

瑜
伽

論
記
に

関

す
る

二

三
の

問
題
」

（
『

仏
教
研
究』

第
二

巻

　
第
四

号
、

仏
教
研

究
会、
　一

九
三

八

年
）

。

な
お、

新
羅
の

唯
識
仏
教
に

関

　
す
る

諸

研
究
に
つ

い

て

は
、

橘
川

智
昭
「

新
羅
唯
識
の

研
究
状

況
に
つ

い

　
て

」

（

『

韓
国
仏
教

学
Qり
 

巨
ロ

髯』

第
八
号、

二

〇
〇
〇

年
）

に

ま
と
め

ら
れ

　
て

お

り、

大
い

に

参
考
に

な
っ

た
。

2
　
江

田

俊
雄
「

新
羅
の

遁
倫
と

倫
記

所
引
の

唐
代
諸
家
」

（

「

宗
教
研
究
』

第

　

＝

巻
第
三

号
、

一

九

三

四

年）
。

吉
田

道
興
「

西

明
寺
円
測
に

お

け
る

止

　
観
」

（

『

宗
教
研
究
』

第
五
一

巻
第
三

号
、

一

九
七
七

年）
。

楊
白
衣
「

新
羅

　
の

学
僧
道
（

遁
）

倫
の

『

瑜
伽
師
地
論
記
』

の

研
究
」

（
『

東
洋
学
術
研
究
』

　
第
二

三

巻

第
一

号
、

一

九

八
四

年
）

な
ど

が

あ
る

。

3
　
拙
論
「

基
に

関
す
る

伝
記
的
記
述
の

変
遷
に

つ

い

て
」

（

『

東
ア
ジ
ア

仏
教

　
研
究
』

第
一

〇

号
、

二

〇
一

二

年）
。

4
　
常
盤
大
定
「

仏
性
の

研
究』

（
丙
午
出

版
社、

一

九
三

〇

年）
。

お
よ

び

結

　
城
令
聞
「

相
宗
無
表
色

史
論
」

（
『
常
盤
大

定
博
士

還
暦
記
念
仏
教
論
叢
』

弘

　
文
堂

書
房

、

一

九
三

三

年）
。

5
　
保

坂
玉

泉
「

慈
恩

撰

疏
年
代
考
」

（
『

性
相
』

第
九
号

、

一

九

四
Q
年

、

　
「

性
相
・

法
隆
寺
学
研
究
』

〈

春
秋
社

、

一

九
九

六
年
〉

に

再
録
）

。

6
　
大
正

蔵
で
は

「

伴
」

と

な
っ

て
い

る

が
、

こ

れ
は

三

種
類
あ
る

随
眠
の

中

　
の

「

一

害
伴
随
眠
」

の

解
説
で

あ
る

た
め
、

「

眠
」

に

訂
正
し
た

。

7
　
た

と

え
ば
『

瑜
伽
論

記
』

巻
第
二

十
二

で

は、

「

基

師
云

。

断
五

支
者

、

　
断
五

上

分

井
五

下
分

。

成
就
六

支
者、

成
就
六

念
。

又

成
就
則
所
行
等
亠

ハ

　
支

。

如

前
第
三

十
四

巻
記
釈
」

〔

大
正
四
二
、

八

〇

七
上
）

と
し

て
、

『

瑜
伽

　
論
』

第
三

十
四

巻
の

基
の

注

釈
と

同
一

内

容
で
あ
る

こ

と
が

明

記
さ
れ
て

い

　
る

。

8
　
江

田

前
掲
論
文

。

お
よ

び

富
貴
原
章

信
『

日

本
唯
識
思
想
史
』

（

大
雅

　
堂

、

一

九

四
四

年）
。

9
　
遁
倫
を

誤
記
と

す
る

見
解
に
つ

い

て

は
、

結
城

令
聞
『

唯
識
学
典
籍
志
』

　
（
大
蔵
出
版

、

一

九

六
二

年
、

二

六

四

ー
二

六
五
頁
）

を
参
照

。

10
　
勝
又

前
掲
論
文

。

11
　
各
門
の

記
述

も
『

略
纂
』

と
『

瑜
伽
論
記
』

で

は

類
似

す
る

部
分
が

多
い
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が

、

「

二

彰
所
因
」

は
大

幅
に

異
な
っ

て

お

り
、

道
倫
が
必

ず
し

も
『

略
纂
』

　
に

偏
重
し
て

い

な
い

こ

と

を
う
か
が

わ
せ

る
。

12
　
こ

の

編
集
に

合
わ

せ
て
、

道
倫
は

『

略
纂
』

の

「

四

釈
妨
難
」

に
相
当
す

　
る

箇
所
に
つ

い

て

も
、

関
連
す
る

問

答
を

ま
と

め
、

問

答
の

順
番
を
一

部
変

　
更
し
て
い

る

（

大
正

四
二

、

三
一

四

下

ー
三
一

五

上
）

。

13
　
勝
又

前
掲
論
文

。

〈

一

次
文
献
〉

弥

勒
説
・

玄
奘
訳
『

瑜
伽
師
地
論』

　
大
正
三

〇

巻
所
収

道
倫
（

遁
倫）

集
撰
『

瑜
伽

論
記
』

　
大
正

四
二

巻
所
収

基
撰
『

瑜
伽
師
地
論
略
纂
』

　
大
正

四
三

巻
所
収

永
超
集
『

東
域
伝
灯
目
録
』

　
大
正
五

五

巻
所
収

佐
伯
定
胤、

中

野
達
慧
共
編
『

玄

奘
三

蔵
師
資
伝
叢
書
』

　
所
収

新
纂
続
蔵
八
八

巻

〈

参
考
文

献
〉

江
田

俊
雄
「

新
羅
の

遁
倫
と

倫
記
所
引
の

唐
代
諸
家
」

（

『

宗
教
研
究
』

第

＝

　
巻
第
三

号
、

一

九

三

四
年、

八

七

ー
一

〇
〇

頁）

勝
又

俊
教
「

瑜
伽
論
記
に

関
す
る

二

三
の

問

題
」

（

「

仏
教
研
究
』

第
二

巻
第
四

　
号、

仏
教
研
究
会

、

一

九
三

八

年、

＝
一
二

ー
一

四
一

頁）

橘
川

智
昭
「

新
羅
唯
識
の

研
究
状
況
に
つ

い

て
」

（
『

韓
国

仏
教
学
の
Φ

巳
コ

彎
』

　
第
八

号、

二

〇
〇

〇

年
、

六
六

−
一

二

六
頁）

常
盤
大
定
『

仏
性
の

研
究
』

（
丙
午
出
版
社

、

一

九
三

〇

年
）

林
香
奈
「

基
に

関
す
る

伝
記

的
記
述
の

変
遷
に

つ

い

て
」

（

『

東
ア

ジ
ア

仏
教
研

　
究
』

第
一

〇

号
、

二

〇
一

二

年
、

七
一

−
八
六

頁
）

富
貴
原
章

信
『

日

本
唯

識
思

想

史
』

（

大
雅

堂
、

一

九

四

四

年
、

一

五

五

ー

道
倫
（

遁

倫
）

集
撰
『

瑜
伽

論
記
』

に

つ

い

て

（

水
　
谷
（

林）
）

　
一

五

六

頁
）

保

坂
玉

泉
「

慈
恩

撰
疏
年
代
考
」

（

『

性
相
』

第
九

号
、

一

九

四
〇

年
、

『

性

　
相
・

法
隆
寺
学
研
究
』

〈

春
秋

社
、

一

九
九

六

年
、

三

六
一

−
三

八

六

頁
〉

　
に

再
録）

結
城
令
聞
「

相
宗
無
表
色
史
論
」

（
『

常
盤

大
定
博
士

還

暦
記
念
仏
教
論
叢
』

弘

　
文
堂

書
房、

一

九
三
三

年
、

五
六
三

−
六
二

五

頁）

結

城

令
聞
『

唯
識

学
典

籍

志
』

（

大

蔵
出
版、

　一

九

六

二

年
、

二

六

四

−

　
二

六

五
頁）

楊
白
衣

「

新
羅
の

学
僧
道
（

遁）

倫
の

『

瑜
伽
師
地

論
記
』

の

研
究
」

（
『

東

洋

　
学
術

研
究
』

第
二

三

巻
第
一

号
、

一

九
八
四

年
、

二

九
ニ

ー
三

〇
五

頁
）

吉
田
道

興

「

西

明

寺
円
測
に

お

け
る

止
観
」

（
『

宗
教
研
究
』

第
五
一

巻
第
三

　
号

、

一

九
七
七

年、

一

四
七

ー
→

六
〇

頁）

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

道
倫
（

遁
倫）

、

『

瑜
伽
論
記
』

、

基
（
窺
基
∀

、

論
略
纂
』

、

摂
論
学
派

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
大
学
助
教
・

博
士

『

瑜
伽
師
地

（
文
学）
）

一 191一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


